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ン派の同時代詩人である S.T. コールリッジ (1772-1834) 、さらには現代詩人デイラン・トマス (1914-53) と
T.S. エリオット (1888-1965) にも言及しながら、ロマン派の詩的想像力(および創造力)の本質を解明しようと
した研究である。本論文は、序章、本論第一部 9 章と第二部 4 章、それに付章 1 章から構成されており、総頁 A4判
で 231 頁(注、参考文献を含む)、 400 字詰め原稿用紙に換算して約 920 枚に達する大部の論文である。
序章において、まず、ヴィジョンの詩学の輪郭を明らかにする。ロマン派の詩は、ヴィジョンを志向しつつも、そ
れが虚妄にすぎないかもしれないという意識ないしは不安を苧んでいて、その結果、言語芸術としての完成美






語表象に密着して追求し、 “what" よりも“how" に重点をおいて分析的に解明することがロマン派の詩の本質に迫
る道であると主張する。こうして、ワーズワスの代表的な詩作品、 『序曲』、 「テインタン・アベイ」、 「不滅のオ




















3 章 Isomething とヴィジョン」は、そうした視点からの優れた論考である。この「ものそのもの」ではなくて、む
しろ「ものについての感覚」に5郎、執着を示す詩学の指摘は、ワーズワスと後期ロマン主義や十九世紀末文学との関
わりを示唆する貴重な考察である。さらに、ロマン派詩学の問題性の考察に当たって、ワーズワスの『序曲』、「テイ
ンタン・アベイ」や、コールリッジ、デイラン・トマス、 T.S. エリオットの代表的な詩作品を真正面から取り上げ、
クロース・リーディングをみごとに実行して見せたことが、本論の説得性を高めている。
本論文に対してあえて要望するものがあるとすれば、それは、ヴィジョンという言葉の概念がときに暖昧になるこ
とであろう。また、ワーズワスとコールリッジ以外のロマン派詩人やロマン派第二世代と言われる詩人たちへの考察
が幾らかあってもよかった。しかし、これらは本論文の優れた価値を損なうものでは決してない。よって、本論文を
博士(文学)の学位にふさわしいものと認定する。
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